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対側副腎転移をきたした腎細胞癌の1例
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   A case of a 55-year-old man with renal cell carcinoma metastasized to the contralateral 

adrenal gland is reported. He was admitted to our hospital with the complaints of hema-

turia and weight-loss. 

   CT and arteriography revealed left renal tumor and contralateral adrenal mass. We 

made the diagnosis of left renal cell carcinoma with right adrenal metastasis, and performed 

left total nephrectomy and right adrenalectomy. Histologically, the adrenal mass was clear 

cell carcinoma, and it was diagnosed as metastasis from the left renal cancer. 

   We reviewed 9 cases of renal cell carcinoma metastasizdd to the contralateral adrenal 

gland in the Japanese literature and discussed the effectiveness of pre-operative CT evalua-
tion.
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腎細胞癌は一般に予後不良 で,5年 生存率は50%に

満たないD.初 診時す でに症例 の約3割 に遠隔転移 が

み られ るといわれ,予 後不良 の原因 のひ とつ と考 え ら

れている.副 腎への転移に関 しては,腎 細胞癌剖検例

の約30%に 認 め られ ているが,臨 床例においては,そ

の報告は少な く,と くに対側副腎への腎細胞癌転移 の

報告は まれであ る.わ れわ れ は術前 のCTで 腎細胞

癌の対側副腎への転移を診断 し,病 理 組織学 的に確認

し得た症例を経験 したので報告す る.

症 例

患者:59歳,男 性

初診=1980年1月22日

主訴:血 尿,体 重減 少

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:30年 前虫垂切除術

現病 歴:1976年 頃 肉眼的血尿が出現 したが放置 して

いた.1979年3月 頃に も同様 の血尿があ り,そ の頃 よ

り体重減少に 気付 き,同 年8月 には68kgか ら55kg

に まで減少 した.同 時に発熱,頭 痛 も続 くため近医を

受診 した ところ,血 沈充進,高 ガンマーが グロブリン

血症 とともに,排 泄性 腎孟造影にて左腎腫瘍 を疑われ

たため精査加療 を 目的 として当科に入院 した.

入院時現症:血 圧134/56mmHg,脈 拍76/分 整,胸

部に異常な し,腹部 は平担 で軟,左 腎下極 部に可動性 の

腫瘍を触知 した.ま た外陰部,前 立腺に異常は認めな
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か っ た.

入 院 時 検 査 成 績=末 梢 血;赤 血 球524×104/mm3,

白血 球5,600/rnm3,Hbl7.49/dl,Ht50.6%,血 小

板23.5万 血 沈;1時 間 値60mm,2時 間 値87mm.

血 液 生 化 学;Nal391nEq/1,K4.21nEq/l、ClIo4

mEq/1,BUNIlmg/dl,CrnO.9mg/d1,UA8.2

mg/dl,Ca9.8mg/dl,Pi3.2mg/dl,GoT13u/l,

GPTlou/l,γ 一GTP18u/l,ALP174u/1,LDH

145u/!、cPK44u/l,AIGo.8.血 清 蛋 白 分 画;総

蛋 白8.49/dl,ア ル ブ ミ ン46.3%,α1グ ロ ブ リ ン3.6

%,α2グ ロ ブ リ ン10-1%,β グ ロ ブ リ ン12.1%,γ

グ ロ ブ リ ン27.5%.尿 所 見;潜 血(十),蛋 白(一),

糖(一),pH5,ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン(±),沈 渣;赤 血

球16-17-10,白 血 球1-0-0.尿 細 菌 培 養;(一).尿
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X線 検査:排 泄性腎孟造影 では左下腎杯が上方へ高

度に圧排 され,左 腎下極に大 きなspaceoccupying

Iesionの 存在が疑われた(Fig.1).

CTで は,左 腎下極 に壊 死層を伴 う大 きな腫瘍 陰影

を認めた他,反 対側 の 右副腎部位 に径約3cmの 腫

瘍陰影が認め られた(Fig.2).

血管造影では,大 動脈造影 お よび左腎動脈造影 で左

腎下極に大 きなhypervascularな 腫瘍 を認め,左 腎

動脈は拡張蛇行 していた.右 腎動 脈造影 では右 副腎部

位に径約3cmの 腫瘍 血管 が認 め られ,静 脈相 では同

部に腫瘍濃染を認めた(Fig。3).ま た 左 腎静脈お よ

び下大静脈に腫瘍血栓はみ られなか った,

以上 の諸検査に よ り左腎細胞癌 お よび右 副腎腫瘍(

腎細胞癌 の転移の疑い)と 診 断 し,1980年2月6日 左

腎摘出術 と右 副腎摘 出術 を同時に行 った.左 腎の摘出

標本は重量610gで,腫 瘍は腎被膜へ の浸潤は認めず,

左 腎の下約2/3を 占め,割 面は黄色表面粗 で,出血壊

死を伴 ってお り,病 理組織像はclcarcellcalcinoma

であった(Fig.41efthalf).右 副腎は重量18g,大

きさは2×4×3cmで 割面は左腎癌 と同様な黄 色を

呈 し,病 理組織像はclearcellcalcinomaで 腎細胞

癌 の副腎転移 と診断された(Fig.4righthalf).

なお左副腎は肉眼 的に異常所見 を認めず温存 した.

考 察

腎細胞癌は悪性度 の高い癌 であ り,最 近 の本邦 での

臨床統計で も5年 生存 率が50%に 満 たない報告がなさ

れ てい る1)そ の予後不良の理 由のひ とつ として,初

診時 よ りすでに遠隔転移が多い ことが挙げ られ,転 移

を きた しやす い ことが,こ の腫瘍 の特徴 と考え られて
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Fig.2.CTshowsrightadrenalmass.(arrows)
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Fig.3. lefthalf;Selectiverenalarteriographyshowsadrenaltumorvessels.
righthalf;Tumorstainonvenousphase.(arrows)

(arrOWS)
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Histolog量cally,leftrenaltumor(righthalf)andrightadrenal

tumor(lefthalf)areidcntical,clearcellcarcinoma.

いる.

腎細胞癌が どの臓器に転移 しやすいかについては,

剖検例 の検討 として,Saitoh2)が 日本病 理 剖検 輯報か

ら腎細胞癌で転移 のみ られた1,293例 を取 りあげ て,

転移臓器別に集計 してい る.転 移のみ られ た臓器 の う

ち頻度順でみる と,肺979例(76%),リ ンパ節850例

(66%o),骨542例(42%),肝527例(41%),対 側腎

303例(23%),同 側副腎218例(17%),膵188例(14

%),胸 膜154例(12%),脳144例(11%),心43例(ll

%),対 側副腎142例(11%)の 順 で自験例にみ られた

対側副腎への転移はll番 目の頻度 となっている.

一方
,副 腎への他臓器癌か らの転移 とい う観点 よ り

原発臓器を頻度1頂にみ る と,北 村 ら3)の病理剖検輯報

の統計的検討に よれば,肺 ・気管支32・2%,胃22.5%,

膵8.6%,肝 。肝 内胆管6.8%,乳 房4.4%,胆 嚢 ・肝

外胆管4.1%,腎2.7%で あ り腎か らの副腎転移 は7番

目に多い.

この ように 腎細胞癌 の対側副腎転移は,剖 検例 では

あ る程 度の頻度 でみ られ てい るが,実 際の臨床例 で診

断 し得 た症例 は,比 較的少ない.こ れまでに本邦に お

いて報告 された臨床例は,わ れわれが調べ得 た限 りで

は両側 副腎転移 を含め,9例 にす ぎない(Table1).

自験例 を含む10例 についてみ ると,平 均年 齢は58.3歳,

性 別 は男性8,女 性2で 男性が 多い.転 移 の発生側

は,右 副腎3例,左 副腎4例,両 側1例(右 腎か ら2

例,左 腎か ら3例)で,特 に 明 らか な左右差 はみ られ

ていない.な お腎細胞癌か らの副腎へ の転移経路は一

般に血行性 と考え られてお り,副 腎あるいは対側腎へ
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Table1.本 邦における腎細胞癌 の対側(両 側 も含む)副 腎転移臨床例

No,報 告者 発表年度 年齢 性 転移方向 診断方法 文献No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

斯 波

久 住

峰 山

増 田

岩 松

三 方

勝 岡

梅 田

松 浦

自験例

1972

1980

1981

1983

1983

1984

1984

1984

1984

1985

67

63

51

60

70

67

77

50

77

55

男

男

男

男

女

女

男

男

男

男

R-gL

L→R,L

R→R,L

L→R

R→R,L

R→L

R→L

R→L

L→R

L→R

AOG4>

AOG+CT+ECHO5)

AOG6)

CT7)

CT十AOG8)

CT+AOG9)

CT+AOG10)

CT十ECHO十AOG11)

CT十AOG12)

CT+AOG

の腎細胞癌の転移の80%に,腎 静脈お よび大静脈へ の

腫瘍血栓が認め られ た とい うLangi3)ら の報告 もこの

ことを強 く示唆 してい る.ま たZornozaら14)は 副腎

に血行性転移 の多い理 由 として,副 腎の単位重量 当 り

の血流量の多さや血管 のsinusoid構 造を挙げている.

自験例 のよ うな対側 副腎転移 の診断方法は,以 前は

動脈造影 に よりなされ ていたが,最 近 ではTable1

に示す様にCTが その中心 となって お り,剖 検例 の

副腎転移 の頻度か ら考えて も,今 後CT検 査 のルー

チ ン化に伴 い,さ らに この ような症例が増 加 して くる

もの と考 え られ る.

最後に 腎細胞癌に満足すべ き全身療法がない現在,

その治療 は病巣 の外科 的切除 が主体 とな っているが,

手術範 囲を決め る うえで,対 側副腎 の検索 も術前に十

分な されねば ならない ことを改め て強調 したい,

結 語

腎細胞癌の対側副腎転移を術前 にCTに て発見 し

得た55歳 男性 の1例 を報告 し,本 邦 での これまでの臨

床報告 例を衙 単に まとめる とともに,文 献的考察 を行

った.

本論文 の要 旨は,第110回rl木 泌尿器科学会関西地方 会に

おいて発表 した.
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